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情報・文化の担い手として
私たちは、1900年の創業以来、

印刷を通して情報・文化の発展に貢献してきました。

「情報・文化の担い手として」

これは、企業理念の一文です。

いつの時代にも社業を通じて、ふれあい豊かな社会の実現に貢献すること、

それが私たちトッパンの原点です。

■

■

■

青、赤、黄。この印刷の3原色に込めたのは、誠意、熱意、創意という、

私たちが社会と接する時の大切な心構え。

私たちは、お客さま、お取引先、社会・地域社会、株主・投資家、そして社員など

トッパンとかかわりのあるすべての皆さまと、

誠意、熱意、創意をもって、対話を進め、期待に応えていきます。
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発行年月および次回発行予定

2007年8月発行（次回は、2008年8月の発行を予定しています。）

発行責任部署および連絡先

凸版印刷株式会社　法務本部　コンプライアンス部

TEL 03-3835-5535 FAX 03-3835-1447

E-mail：compliance@toppan.co.jp

お読みいただくにあたって

本『CSRレポート2007』は、ステークホルダーの皆さまへ情報を適切に伝え、ご

意見をいただくための「コミュニケーションツール」として、以下の点に配慮して

作成しました。

●理解容易性への配慮

「ステークホルダー重視による環境レポーティングガイドライン2001」（経済産

業省）を参考に、CSRに関心の高い方々を主たる読者として想定しました。ま

た、活動内容をよりご理解いただけるよう、章構成からレイアウト、配色、そし

て使用書体や文字の大きさに至るまで注意を払いました。

●網羅性と重要性への配慮

記述内容は、以下のガイドラインのほか、SRI（社会的責任投資）に関するアン

ケート項目なども参考に、グループの事業状況を考慮して厳正に選定するとと

もに、とくに重要な取り組みを特集としてまとめました。

「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」（環境省）

「事業者の環境パフォーマンス指標ガイドライン-2002年度版-」（環境省）

「環境会計ガイドライン2005年版」（環境省）

「ステークホルダー重視による環境レポーティングガイドライン2001」（経済産

業省）

「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン2002」（GRI）

●信頼性への配慮

『環境報告書2001』より、継続してあずさサスティナビリティ（株）による第三

者審査を受けています。当レポートに記載された環境情報の信頼性に関して、

日本環境情報審査協会（http://www.j-aoei.org/）の定める

「環境報告書審査・登録マーク付与基準」を満たしているとし

てこのマークの付与が認められています。さらに、『CSRレ

ポート2004』からは、CSR分野に詳しい有識者の方々からの第三者意見およ

びアドバイスをいただいています。当『CSRレポート2007』では昨年に引き続

き、バルディーズ研究会共同議長・グリーンコンシューマー研究会代表の緑川

芳樹氏より第三者意見をいただきました。

また、印刷物は年次報告書として制作していますが、Webサイト上では、同内

容の情報を掲載するとともに、サイト別の環境パフォーマンスデータや最新の

ISO14001認証取得情報なども含め、掲載情報を随時更新しています。なお、

英語版の印刷物は、2007年11月発行予定です。

CSRレポート掲載URL http://www.toppan.co.jp/csr/index.html

報告対象範囲

原則として、凸版印刷（株）および会計上の連結対象組織における社会的活動と環

境活動を報告しています。2006年度（2006年4月～2007年3月）における活動を

中心としていますが、補足的に当該年度以外の情報も記載しています。なお、人

事関連データは、原則として凸版印刷（株）単体です。環境パフォーマンスデータ

および環境会計の対象範囲については、子会社のなかから環境保全上の重要性に

応じて決めています（→P5）。なお、EMS（環境マネジメントシステム）の対象と

なる事業所数は、国内63事業所、海外9事業所となります。

※2007年4月1日付けで、金融・証券事業本部と商印事業本部を情報コミュニケー

ション事業本部として統合しました。

使用している用語について

●CSR：Corporate Social Responsibilityの略。企業の社会的責任。

●ステークホルダー：利害関係者。お客さま、株主・投資家、取引先、社会・地域

社会、社員など、企業と直接的・間接的に関わりのある人々。

●ステークホルダーダイアログ：ステークホルダーとの対話、意見交換。

●コーポレート・ガバナンス：企業統治。企業活動を律する枠組み。

●コンプライアンス：法令や企業倫理の遵守。

●PDCA：Plan（計画）→Do（実行）→Check（評価）→Act（改善）の一連の流れ。
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